
「考える・できる」とは？ 

 

児童生徒が自分で考えて、できるようになる過程

とポイントについての全体図を上図に示した。大ま

かにこのような過程を経て、諸々の条件が相互に関

連ている。児童生徒は考え、迷いながらも、新しい

行動ができるようになったり、スムーズにできるよ

うになったりすると捉えている。 

 次に、それぞれの過程で教師が工夫できる「手

だて」について例示した。 

 
 

長期記憶（過去のことを思い出す）

短期記憶（今のことを覚えておく）

思い出すことば
保持することば

＜手だての例＞
・授業のノートを見る、ビデオを見て思い出す、
・確認シート（文字・イラスト・写真）を見る
・メモをとる、繰り返し声に出す など

 
 

それぞれの過程において、「ことば」が重要になって

いると考える。記憶に関する言葉としては「思い出

すことば」や記憶を「保持することば」である。 

 

 

できる

目的の動作
新しい行動

特徴を
とりだす

仲間に
分ける

組み合わせる
よく見る
よく聞く

長期記憶（過去のことを思い出す）

短期記憶（今のことを覚えておく）

←←←修正する

外部の条件
（時間・場所など）

感情・意欲
（＋楽しい・やりたい・何だろう？ －嫌だ・不安・分からない）

話し合う・ヒントを得る・考えを補う
一緒にやりたい！

際立たせる

ことば

コミュニケー
ションの

ことば

考える
保持する

ことば

選ぶ・確かめる→→→



特徴を
とりだす

仲間に
分ける

組み合わせる
構成する
手順・見通し

際立たせる
ことば

良い方を選ぶ・合っているか確かめる

頭の中で
行う場合

外に出して
行う場合

 

 また、直面する問題を解決するために、特徴を取

り出したり、分けたり、組み合わせたりする。その

時にも「際立たせることば」が大事になる。 

 この過程を頭の中で行ったり、よく考えたい時や、

教師が改めて教えたい時などは、外に取り出し、実

物や図、絵、文章にして見えるようにしたり、また

話し言葉で説明するなどして聞こえるようにして、

整理し「考える」過程をサポートしている。 

 

特徴を
とりだす

仲間に
分ける

組み合わせる
構成する
手順・見通し

際立たせる
ことば

良い方を選ぶ・合っているか確かめる

←←←やりなおす・修正する

＜手だての例＞
・特徴が際立つような配置、仲間毎にカゴに入れる。
・順番に並べる、「１．～ ２．～・・」の手順シートを用意する。
・正しい方の見本を用意する。・終わったら片づける。
・合っているかどうか一緒に確認する。

 

 また、特に大事な点として「気持ち・感情・意欲」

である。分かっていても、今はできないということ

や、正しいことを言われると、逆にできないという

ことなどはよくある。児童生徒の気持ちに寄り添い、

意欲を引き出す工夫が必要になる。 

気持ち・感情・意欲
（＋楽しい・やりたい・何だろう？
－嫌だ・不安・分からない）

＜手だての例＞
・好きなこと、得意なことを取り入れる。
・困り感に寄り添う。
・分かるような視覚支援
・やりたくなるような状況作り

 

話し合う・ヒントを得る・考えを補う
一緒にやりたい！意欲

コミュニケーションの
ことば

＜手だての例＞
・「手伝ってください」「わかりません」
・アドバイスを受け入れやすい言い方
・友だち同士の教え合い
・話し合う場面設定

 

 また、様々な困難に対して、一人で立ち向かうの

ではなく、周囲の人と一緒に、アドバイスやサポー

トをうまく受けながら乗り越えて欲しい。その際の

「コミュニケーションのことば」が大事になる。 

 

外部の条件
（時間・場所など）

＜手だての例＞
・制限時間の変更
・目標個数の変更
・制限スペースの変更

 

 さらに、児童生徒が今どのような条件下にあるの

かを適切に把握することは重要である。また、学習

課題を設定する際にも、外部の条件を整理した上で、

条件を意図して変えながら手だてを講じることが必

要になる。 

目的の動作
新しい行動

＜手だての例＞
・補助具の作成
・必要な筋肉の動かし方を学ぶ
・「そーっと」「ぎゅっと」などの言葉と動作
・できたことを共に喜ぶ経験

できる！

 

 そしていよいよ、新しい行動が実現するのだが、

その際の身体の動きをよく理解することや、補助具

の工夫などについて考えることも重要である。 

 一言に「考えることができる」「できるようになる」

と言っても、例えば以上のような様々な過程や条件

があり、それぞれ複雑に関連している。 

  

８月の全体会では具体的なＶＴＲ場面をもとに、「考える・できる」について話し合った。その際

のワークシートを次のページに紹介する。 



「考える・できる」の例（中学部作業学習より） 

＜例１＞ 

割り箸の先をテーブルにトン！と
つけてしまった。

テーブルに
つけては
だめだよ！

箸袋の上に
トン！と
つけた。 ←←←やりなおす・修正する

際立たせる

ことば

組み合わせる
構成する
手順・見通し

短期記憶（今のことを覚えておく）

テーブルに
つけては
だめだよ！

コミュニケー
ションの

ことば

外部の条件
（時間・場所など）

よく見る
よく聞く
集中

話し合う・ヒントを得る・考えを補う
一緒にやりたい！意欲

箸の先も
触らないで
ください。

コミュニケー
ションの

ことば

話し合う・ヒントを得る・考えを補う
一緒にやりたい！意欲

このように
持ちます。

良い方を選ぶ・合っているか確かめる

 

 

 

正しく持って

直接ふくろ
に入れた。

←←←やりなおす・修正する

目的の動作
新しい行動

保持する

ことば
コミュニケー
ションの

ことば

 

 

 

 

 

 



＜例２＞ 

輪ゴムの箱を組み立てる
よく見る
よく聞く
集中

特徴を
とりだす

組み合わせる
構成する
手順・見通し

片方が入らない・・・

←←←やりなおす・修正する

反対側が入らない・・・

←←←やりなおす・修正する

「両手」で入れることに気づく

←←←やりなおす・修正する

組み合わせる
構成する
手順・見通し

際立たせる

ことば

でも、しっかりは入らない。

←←←やりなおす・修正する

先生に相談する

話し合う・ヒントを得る・考えを補う
一緒にやりたい！意欲

コミュニケー
ションの

ことば

やり方を教わり入れることができた。

話し合う・ヒントを得る・考えを補う
一緒にやりたい！意欲

目的の動作
新しい行動

 


